

















































て言えば、日本式の「垂直系敬語法（‘vertical’system of honorific expression）」とイタリア




































ない別の方法」で行なっています。例えば、「仲間には Johnのように first nameで」呼びか
け、仲間意識のない相手にはMr./Dr./Prof.of Smithのように敬称を last nameに付けて呼び
かける方法」であったり、 もう一つは「命令文と丁寧な依頼」「例えば仲間の相手には
“Close the window!”と言い,仲間意識のない相手には “Will［Would/Could］you please
 


































“Lei,signorina,perche’dorme durante la lezione?”
この意味は「お嬢さん、あなたはなぜ授業中に眠るのですか 」ですが、これをそのまま英
語に置き換えるとすると、






“Perche’dormi durante la lezione?”
のようになります。潜在的に水平性の親称/敬称システムを保持す現代英語でも、同様に；

























































































⑺ 苅部恒徳「親称の “Thou”と敬称の “You”―英語における２人称代名詞の歴史について―」
（http://dspace.lib.niigata-u.ac.jp:8080/dspace/bitstream/10191/1273/1/1-0039.pdf アクセ
ス：2013年11月１日）
⑻ エスペラントは1887年、当時ロシア領だったポーランドのユダヤ人眼科医ザメンホフ（L.L.
Zamenhof）が提案したもので、ヨーロッパ諸語の語彙を取り入れながら、文法が整理してあ
るので、比較的簡単に修得できる（日本エスペラント協会http://www.jei.or.jp/hp/esp-kai.
htm アクセス：2013年11月５日）。
筆者の意見としては、そのため文法はヨーロッパ語系としては最も簡単であり、宇治エスペ
ラント会会員からの伝聞だが、ある人がイタリアに行き、エスペラントで話していたら、現地
の人から「それは（イタリアの）どこの方言か?」と聞かれたというほどで、譬えるなら「近代
ラテン語」という感がある。エスペラントは、国際共通語を目指してつくられたもので、人々
が母国語に変わる共通言語を話すようになることで世界の平和がもたらさせることも視野に入
れて作られたものである。実際、現在でも世界各国に話す人がいて、毎年、国際大会も開かれ
ている。
⑼ エスペラントの２人称単数・複数はともに《vi》だが、フランスのエスぺランティストの中に
は、親称として《ci》を使う向きもいるようだ。
（http://blog.goo.ne.jp/esperakira/e/73c3c767f14e2a264ff4d53acc1f4910 アクセス日：2013
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佛教大学 文学部論集 第98号（2014年３月)
年11月５日）
苅部、前掲論文⑺
ＥＴ・ホール（日高敏隆・佐藤信行訳）『かくれた次元』みすず書房、1970年、160-181頁
山口堯二『日本語学入門』昭和堂、2005年、241-250頁
山口、前掲書 、251-259頁
主な目的は、イタリア語で書かれた医学哲学関連の専門書を読む力を養ったり、関連領域の学
者に会うという目的であった。その当初の目的は達成できた。
日本では意外と知られていないが、鄧麗君（DENG LI JUN）がテレサ・テンと名乗ったよう
に、香港人・台湾人などの多くはテレサとかヴィヴィアンとか西洋風の名前も持っている。
（むらおか きよし 社会福祉学科)
2013年11月15日受理
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イタリア語における二人称代名詞《tu(君)》と《Lei(あなた)》の差異の意味について（村岡 潔)
